
令和７年度 大学推薦奨学金一覧
推薦枠に限りがあるため、複数団体への応募が確認された場合は、選考途中であっても無効となりますので注意してください。

【表の見方】

募集中  ：網掛けなし、申込締切に日付の記載あり

募集開始前：網掛け（グレー）あり ※現時点で募集要項が大学に届いていないため参考までに昨年度の情報を掲載しています。

                  随時情報を更新しますが、募集廃止や内容が変更になる場合もあります。

【参考】

一次 二次 財団指定提出書類

学部 大学院 書類 面接 ＊推薦者は別途提出必要

【学部】

【学年】

【その他】

【学部】

【学年】

【収入】

500万円未満である者

【分野】

【学年】

【国籍】

【収入】

【その他】

【学部】

【学年】

【国籍】

【学部】

【大学院】

【その他】

【学部】

【学年】

【国籍等】

【その他】

【学部】

【学年】

【その他】

【学部】

【学年】

【その他】

【学部】

【学年】

【その他】

１年生

（１）前年度の課税所得が300万円（給与所得の場合、収入が

600万円程度）以下

（2）①～⑤のいずれかの条件に該当する者

 ①母子・父子家庭 ②障がい者家庭 ③⾧期療養者がいる家庭

 ④火災、風水害、盗難等の著しい被害を受けた家庭

 ⑤生活保護を受けている者

（2）入試上位2/3または推薦入学者

５万

他団体（給付型）は

併給不可

※高等教育の修学支援

新制度は可

４/25

（金）

4/30

（水）
・奨学生願書⑨ 髙村育英会 〇 －

全学部対象

給付

６万

他財団体等との併給不可

地方公共団体との併給可

※日本学生支援機構

（貸与型）に限り

併給可

※高等教育の修学支援新

制度は可

（ただし、第Ⅰ,Ⅱ区分の

給付は不可）

・奨学生願書

・履歴書

・身上調書

・作文（原稿用紙3枚、

    1.200字以内）

 ﾃｰﾏ:「将来の夢について」

    入学学科等の志望理由や動機・

 入学後何を勉強したいのか

 入学後の具体的な将来構想

１年生（大学を卒業後、再び入学した者は不可）

（1）9/28実施予定「新入生オリエンテーション」参加必須

（2）財団主催の会合に参加し、円滑に交流可能な者

母子家庭または父子家庭の学生

年１回実施の奨学生交流会に参加必須

・給付願書

・在学証明書

・奨学生所見書

 （指導教員に依頼）

5/31時点で23歳以下

日本国籍を有し、神奈川県に住民登録を有している者

学年末に成績証明書、生活状況のレポート提出あり

全学部対象

⑧ 樫山奨学財団 〇 －

医学部医学科以外対象

給付

給付 ５万

他団体の貸与型に限り

併給可

※高等教育の修学支援新

制度は可

⑦ 相鉄奨学金 〇 －

・奨学生願書

・在学証明書
全研究科対象、修了時年齢修士課程生30歳、博士課程生32歳まで

日本在住の所定の保証人（主たる家計維持者）が得られるもの

⑥ 伊丹エール財団 〇 －

全学部対象

給付 ３万 可
４/18

（金）

5/8

（木）

5/13

（火）

給付 ３万

他団体の貸与型に限り

併給可

※高等教育の修学支援新

制度は不可

5/1

（木）

・同意書兼申込書

・奨学生推薦書

 （指導教員に依頼）

・同意書

・使用目的書

・戸籍謄本

・学生証のコピー

１年生

相鉄線沿線に在住している者

⑤ 春秋育英会 〇 〇

全学部対象、修了時年齢26歳まで

④
【令和８年春受給開始】

吉田育英会

（マスター21）

〇 －

大学院に進学後自然科学系分野を専攻する者

③
萬谷記念かながわ

奨学基金
－ 〇

理学、工学

給付

給付 ４万

他団体の貸与型に限り

併給可

※高等教育の修学支援新

制度は可

 大学院生（M）

 年額 80万

 大学院生（D）

 年額 120万

他団体との併給不可

（併願は可）

修士及び博士課程１年生

日本人のみ

家計の生計を支える者の前年度の年収または本年度の見込みが

原則700万円（税込）以下

２年生（給付期間3年） ※満25歳に達する年度まで

前年度の世帯年収（個人事業主の場合には事業収入）が
② OBC和田財団 〇 －

全学部対象

4/10

（木）
① 小原白梅育英基金 〇 －

4/11

（金）

4/16

（水）

4/22

（火）

(1)以下の①、②から選択

   ①月額 ８万

   ②合計250万以内

        （学校納付金の実費）

(2)海外研究活動支援合計50万

  以内の実費

※吉田育英会のHPで

募集要項を必ず

確認してください。

4年生（27歳未満）

2026年春に大学院修士課程に進学を希望する者

日本国籍を有する者

給付

・奨学生願書

１年生

（1）財団主催の行事に必ず出席できる者

       （5/13面接予定、5/28合格証交付式 他毎年行事有）

（2）礼儀、身なり（過度な茶髪/男性は髭を伸ばす、⾧髪不可）

    言葉づかい重視

全学部対象

給付 ５万

日本学生支援機構

（貸与型）に限り

併給可
※高等教育の修学支援

新制度は授業料減免のみ

併給可

4/8

（火）

 ＊（1）は授業を履修していても必ず出席です。公欠扱いには

     なりませんので、授業は「欠席」になります。

・奨学生願書

・推薦調書

 推薦理由欄は指導教員に依頼

・作文（A4用紙2枚程度、

 様式自由、PC可）
     題:大学院を終了後の希望と

 将来の計画について

・研究業績リスト
  （学会発表含む、様式自由）

・奨学生願書

・小論文

 （A4 Word1枚、

    1,400字程度）

    ﾃｰﾏ:社会貢献について

 卒業したらどんな社会貢献を

 したいか等

・学生証のコピー

※吉田育英会HPで

確認してください。

令和７年９月９日更新

通し

番号
奨学金名

応募可否 申請条件等

【学年：令和７年4月1日現在】
奨学金月額

他の奨学金

との重複
申込締切

選考結果通知

今年度の募集は全て終了しました。
※次年度の一覧は令和８年３月下旬に公開予定です。

申請を検討している学生は、今年度のスケジュールを参考に準備してください。


